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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
組
合
の
運
営
に
あ
た
り
、

組
合
員
や
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
格
別

の
ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
政
府
は
、
一
昨
年
の
12
月
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
閣
議
決
定
し
、
林
業
の
成
長
産

業
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
主
伐
期

に
達
し
た
森
林
資
源
の
フ
ル
活
用
と
林

業
の
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
本
県
で
は
、
県
議
会
に
お
い

て
、
議
員
提
案
さ
れ
た
「
秋
田
県
木
材

利
用
促
進
条
例
」
が
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
昨
年
の
４
月
か
ら
全
国
に
先

駆
け
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
木
材
の
需
要
な
く
し
て
秋
田
県
林

業
の
活
性
化
は
成
し
え
な
い
」
と
い
う

理
念
の
も
と
に
、
木
材
を
優
先
的
に
活

用
し
て
い
く
社
会
の
実
現
を
目
指
す
「
ウ

ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
」
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
は
、
公
共
建
築
物
の
木
造

化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
行
集
成
板
）
や
不
燃
材

の
開
発
、
全
国
各
地
に
お
け
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
稼
働
な
ど
、
新
た
な
分
野

で
の
木
材
需
要
が
急
激
に
拡
大
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
森
林
施
業
の
現
場
で
は
、
機
械

化
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
、
皆
伐
再

造
林
な
ど
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
帯
数
の
減
少
等
に

よ
る
新
設
住
宅
戸
数
の
低
下
や
、
A
材
並

び
に
大
径
材
の
需
要
減
に
よ
り
、
原
木
価

格
は
依
然
と
し
て
低
調
に
推
移
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
当
由
利
管
内
の
森
林

資
源
は
、
県
内
８
つ
の
行
政
区
域
の
中

で
、
ス
ギ
、
広
葉
樹
と
も
に
面
積
、
蓄
積

で
全
県
一
を
誇
り
、
約
４
万
５
千
ha
を

有
す
る
ス
ギ
人
工
林
の
平
均
林
齢
は
、
約

50
年
に
達
す
る
な
ど
、
本
格
的
に
伐
採

し
て
活
用
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
地
域
材
を
多
面
的

に
活
か
し
な
が
ら
、
「
育
て
る
林
業
」
を

着
実
に
継
続
し
つ
つ
、
積
極
的
に
「
売
る

林
業
」
へ
の
転
換
も
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
国
産
材
比
率
が
年
々
上
昇
す
る

中
で
、
木
材
需
要
構
造
に
変
化
を
与
え
て

い
る
の
が
、
合
板
産
業
と
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
分
野
で
あ
り
ま
す
。
今
や
、
様
々
な
分

野
で
、
想
像
以
上
の
早
い
速
度
で
情
勢
の

変
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
、
常

識
や
既
成
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
先
を
見
通
す
こ
と
の
非

常
に
困
難
な
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
持
続

的
な
森
林
・
林
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
〝
宝
の
山
〞
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
荘
由
利
森
林
組
合
は
、
組
合
員
の
た

め
の
山
づ
く
り
に
努
め
、
次
世
代
に
繋
げ

る
地
域
の
森
林
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
責

務
で
あ
る
と
、
役
職
員
一
同
胸
に
刻
み
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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秋

田

県

森

林

組

合

大

会

　11
月
17
日
（
木
）
、
秋
田
市
の
秋
田
テ
ル
サ
を

会
場
に
全
県
の
組
合
役
職
員
が
出
席
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
松
組
合
長
の
開
会
宣

言
で
開
会
し
た
大
会
で
は
、
佐
藤
重
芳
県
森
連

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
ご
祝
辞
と
祝

電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
良
森
林
組

合
、
林
業
功
労
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
組

合
は
系
統
利
用
の
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　議
事
で
は
、
全
て
の
決
議
案
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　《
決

　議
》

　一
、
施
業
の
集
約
化
と
先
進
技
術
の
活
用
等

　
　
　に
よ
る
効
率
的
な
事
業
基
盤
の
整
備

　二
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
県
産

　
　
　材
安
定
供
給
体
制
の
構
築

　三
、
森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実
に
進
め
る
た

　
　
　め
の
安
定
的
な
財
源
の
確
保

　

「木材流通センター」より

　販売部門の木材流通センターの主な仕事内容は、丸太

の販売です。

　由利管内の各山々から生産された、組合員皆様の丸太

を木材運搬トラックによって毎日搬入しています。

　その丸太を木材選別機により、用途毎に仕分けます。

製材用や土木資材、合板用または細丸太など、販売先に

より様々です。

　センターでは、月に一度丸太の共販（入札）を行っており、

選別した木材を並べて準備しています。

　秋田県内の製材所をはじめ、山形県、新潟県方面のお

客様に参加いただいています。

　やはり幼齢林のころから山林の手入れ、保育作業を重ね

た山ほど、良質の丸太が搬出され、高値が付くようです。

　これからも地域の組合員の皆様とともに秋田杉の良さを

全国に発信する魁となるよう努力いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　販売部門

　　　　　　　　　　　　　　　木材流通センター職員

木材流通センター
由利本荘市西目町沼田字新道下1019-1

TEL.0184-32-1088
FAX.0184-32-1089

◆ 

林
業
功
労
者 

◆

阿

　部

　一

　雄
（
大
内
）
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　広葉樹林を育成する施業は、その目的によって、１）用材林に誘導する、２）きのこ原木林に誘導する、

３）環境や公益性を重視した森林に誘導するの大きく３つに分けられます。

　今回は、主に、１）と２）の施業技術の基礎について、ご紹介いたします。

１．広葉樹林の成長
　①広葉樹はスギに比べて、成長は劣ります。（成長が遅い）

　☆　約60年生の場合、スギでは、地位（土の良し悪し）が「中」の場合、樹高が約23m、胸高直

　　　径が30cmになりますが、同じ条件で広葉樹は、樹高が約15m、胸高直径は16cm程度にしかな

　　　りません。従って、広葉樹は、用材として価値の出る直径30cm以上になるには、地位の高い

　　　箇所でも90年以上かかることになります。

　②除間伐等の育成天然林施業により、成長が促進される。

　☆　除間伐を実施することにより、10年程度で、施業を実施しない場合に比べ、直径が２～３割程

　　　度増すとともに、単木材積では、２～３倍となることがわかっています。（逆に言うと、無施

　　　業林分は、施業林分の生長量の約半分ということになります。）

２．育成天然林施業について
（１）用材林を目的とする場合

　①施業を実施する標準的な林齢

　☆　少雪地帯では、20年～25年生、多雪地帯（由利管内では内陸部）にあっては25年～30年生程度

　　　が施業の標準

　☆　次回は10～15年後

　②施業の方法

　ａ　有用広葉樹（ブナ、ケヤキ、ナラ、カツラ、イタヤカエデ、トチノキ、クリ、ホオノキ、クル

　　　ミ、シナノキ、オオヤマザクラなど）からなる多樹種の混交林を造成する

　　　＊市場で価値の高い枝下高７m～、直径30cm～の通直な用材を目指す

　ｂ　４～５本の株立ち木は、１～２本に整理する

　ｃ　樹冠が競合する上層木を抜き切りする

　ｄ　上層木の成長に影響しない中層木は、そのまま残す（ここがスギ間伐との違い）

　　　＊中層木を伐採すると上層木に不定芽（幹からの側枝）が出て、形質や成長を阻害する

　ｅ　曲がり木や雪害木等は伐採する

　　　＊林分が混み過ぎていると、陽光を求めて木は曲がりの原因となる

　ｆ　間伐率は、本数率で40％～50％程度の、やや強めの間伐が目安

　　　＊広葉樹林の場合は、スギ林に比べ、通常は成立本数が多い

第９回森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイン森づくりのワンポイントト
（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）（広葉樹施業の基礎　４回目）

森づくりのワンポイント
（広葉樹施業の基礎　４回目）

育成天然林施業（広葉樹林の育成）について
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（２）きのこ原木林を目的とする場合
　①施業を実施する標準的な林齢

　☆　しいたけ原木林の場合は、コナラ、ミズナラの占有度が50％以上で、15年生程度が施業の標準

　②施業の方法

　ａ　株立ち木は多くても３本以内に整理する

　ｂ　萌芽枝を仕立てる場合は、極力“山側”のものを残す（下図参照）

　　　＊きのこ原木に適する直径６～10cm、樹高11m程度のコナラ、ミズナラ林分は、当管内では、

　　　　約25年生

　　　＊施業の実施時期は、（１）、（２）ともに、晩秋（10月～12月上旬）、並びに早春（３月～

　　　　４月上旬）が望ましい

　以上、広葉樹の用材生産は、スギなどに比べ、長期間を要することや施業技術もむずかしいことから、

現在、市場に出回っている広葉樹の用材は、国有林などの天然木が主体となっています。

　しかしながら、由利管内の民有林においては、ブナなどを中心に豊富な広葉樹資源を有していること

から、有用な広葉樹林の育成に期待が持たれています。

ぼう芽を仕立てる場合、○は良、×は不可。

木
材
用
語
コ
ー
ナ
ー

●
A
・
B
・
C
・
D
材

　
原
木
（
丸
太
）
を
品
質
（
主
に
曲
が
り
な
ど
の
形

状
）
や
用
途
に
よ
っ
て
分
類
す
る
際
の
通
称
。
基
本

的
に
、
A
材
（
直
材
）
は
製
材
用
、
B
材
（
小
曲
が

り
材
）
は
集
成
材
・
合
板
・
L
V
L
用
、
C
材
（
曲

が
り
材
）
は
チ
ッ
プ
や
木
質
ボ
ー
ド
用
材
。
D
材

（
枝
、
伐
根
な
ど
）
は
搬
出
さ
れ
な
か
っ
た
林
地
残

材
な
ど
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
燃
料

な
ど
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●
ト
ビ
ク
サ
レ
（
ガ
ニ
腐
れ
）

　
ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
の
食
害
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
材
の
変
色
・
腐
食
。

　
枯
枝
の
着
い
た
節
を
起
点
に
飛
び
飛
び
に
発
生
す

る
の
で
「
ト
ビ
ク
サ
レ
」
と
呼
ぶ
。

●
チ
ッ
プ

　
チ
ッ
プ
は
製
造
方
法
で
形
状
が
異
な
り
、
破
砕
機

で
砕
く
破
砕
チ
ッ
プ
（
原
料
　
住
宅
解
体
材
等
）
と

チ
ッ
パ
ー
を
用
い
た
切
削
チ
ッ
プ
（
同
　
丸
太
、
製

材
端
材
等
）
が
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
開
始
し
て
か

ら
燃
料
用
の
需
要
が
急
増
し
、
木
質
チ
ッ
プ
の
規
格

が
整
備
さ
れ
た
。

　
※
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制

　
度
」
の
事
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し

　
た
電
気
を
、
電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
買
い
取

　
る
制
度
。

：

：

斜面下部は
根元から裂けやすい

伐根

△

伐根

○

××
○

萌芽枝
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刷

6
木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

～  各種届け出のお願い  ～～  各種届け出のお願い  ～

●賦課金納入

　平成２８年度分の賦課金について、未納の方は速やかに入金してください。

　納入方法、納入先、また納入有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届

　相続開始後９０日以内に提出ください。郵便物が、亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や、

選挙などに障害をきたす場合がございます。速やかに手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」がご

ざいましたら届出をしていただく必要がありますので、お問い合わせください。

●脱退届

　組合員の脱退をお考えの方は一度お近くの支所にご相談ください。また、山林が

無くなった場合は脱退手続きが必要となります。

　今年度（平成２９年３月３１日）脱退希望の方は、平成２９年１月３１日まで手続きが

必要です。２月以降手続きをされた方は平成３０年３月末の脱退となります。

（平成28年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

１１月２日

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１１月：１６～２２cmで９，０００円～９，７００円／㎥、２４～３４ｃｍで１１，８００～１２，９００円／㎥と先月より単価が上昇し、
　　　引き合いが強まった。材質によって若干の価格差があるが、どの製材所も原木不足感が出ており、しばらくこのまま
　　　続きそうな気配。

(2, 700)
9,721 

(3, 604)
12,973 

(2, 510)
9, 035 

(3, 279)
11, 803 

(2, 611)
9, 400 

(1, 620)
5, 833 

　　　　　　　　　　(3, 421)
12, 315 

847㎥(3,049石)・844㎥(3,038石)・99％

１月６日（金）より通常営業致します。

年末年始■■のお知らせ休 業

12月30日（金）～
　　　1月5日（木）

●
仕
事
始
め

　
…
…
…
…
１
月
６
日

●
地
区
座
談
会

　
…
…
…
…
２
月
上
旬

●
造
林
コ
ン
ク
ー
ル

　
及
び
林
業
講
習
会

　
…
…
…
…
２
月
下
旬

●
役
員
選
挙

　
　
　
（
任
期
満
了
）

　
…
…
…
…
３
月

今
後
の
行
事
予
定


